
活動報告 四季の森公園「自然を訪ねて～シダの観察」 

 

日 時：6月 18 日（日）13：00～15：00 曇り時々晴れ 

場 所：四季の森公園 はす池周辺、しょうぶ園、紅葉の森ほか 

参加者：一般 15 名（うち JFIK 会員 1名）、公園職員 2名、JFIK スタッフ 3名 

 

梅雨の中休みの蒸し暑い 1日、明るい所、暗い所、よく湿った所、そうでもない所、いろいろな場所で、いろい

ろなシダを見て回りました。 

ぼおーっと見てると同じように見えるシダですが、一つ一つ見ていくと、葉っぱ全体の形、手触り、葉の裏の胞

子嚢群の様子、葉軸や葉柄の鱗片の形や付き方など、実に個性豊かであることがわかりました。 

 

 

小さな流れにかかった橋からシダを観察。オオバノイノモトソウ、ゲジゲジシダが写っていますが、 

ミドリヒメワラビやナガバヤブソテツも見られました。 

 

 

 

しょうぶ園では、スギナに混じってミズ

ニラがたくさん生えていました。スギナ

はロボク、ミズニラはリンボクという、

石炭のもとになった古生代石炭紀の大森

林をつくっていたシダに近いとされる種

だそうです。また、ミズニラは環境省の

指定では準絶滅危惧種、神奈川県では絶

滅危惧Ⅰ類ということでした。他にもイ

ヌワラビやシケシダなどが見られ、キツ

ネノボタンも咲いていました。そうそう、

ハナショウブも咲いていましたよ。 



 

 

 

 

 

シナサワグルミの樹幹に着生しているシノブ、マメヅタ、ノキシノブを観察しています。近くの小さな沢筋には、

ジュウモンジシダやイワガネソウなどが見られました。 

テリハヤブソテツの手触りは？ 

図鑑では、葉の「質」として、「厚い紙質」と

表現されているとのことです。因みにミドリ

ヒメワラビは「薄い草質」、イヌワラビは「草

質」、ベニシダは「紙質」、オニカナワラビは、

「非常に硬い紙質」、ヤマイタチシダは「柔ら

かい革質」だそう。 

日当たりの悪い林内では、林縁にも多かった

ベニシダのほか、暗い林内だけに見られるリ

ョウメンシダがありました。このシダは葉の

表裏の色合いや手触りが同じですが、胞子嚢

群がつくのは裏だけ。どうやら自分では表裏

の区別がついているようです。 



 

  

イヌシダを観察しています。葉の全長が 20ｃｍほどの小さなシダで、手で触って、表面全体に柔かい毛が生えて

いるのを確認し（左）、葉を裏返して葉の縁にコップ状の包膜のある胞子嚢群がついているのを虫眼鏡で見てい

ます（右）。さらに下の方には、長さが半分ほどの小さな葉が岩面に沿うようにあって、裏面に胞子嚢群がない

ことも確かめました。大きい葉を胞子葉、小さい葉を栄養葉というそうです。 


